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まちづくり市民ワークショップを開催します
～ 第２次花巻市まちづくり総合計画策定に向けてスタート！ ～

市では、令和６年度を計画初年度とする第２次花巻市まちづくり総合計画の策定に向け、市民参画による計画策
定の一環として、「まちづくり市民ワークショップ」を開催します。
ワークショップは、２３歳以上の市民を対象とした「一般部門」のほか、高校生から２２歳までの市民を対象と

した「若者部門」を設け、幅広い年代、さまざまな分野の市民の皆さんからご意見を伺います。
また、現在「市民意識アンケート調査」を実施しており、１８歳以上の市民の皆さんから無作為に抽出した

２，５００人の方に調査票を郵送し、回答をお願いしております。

１．まちづくり市民ワークショップの概要

一般部門 若者部門

対象

①市内関係団体（農業・商工業・福祉・環境
保全・子育て支援・生涯学習・地域づくり
等）からの推薦者
②市内全域の２３歳以上の市民から無作為抽
出した４００人（郵送）のうち応募のあった
方

①市内各高等学校（６校）からの推薦者
②高校生から２２歳までの市民の公募により
応募のあった方

募集人数 ４０人程度（①２０人程度＋②２０人程度） ２５人程度（①１８人程度＋②６人程度）

開催回数 ７回（日程等は下記のとおり） ３回（日程等は下記のとおり）

参加者数 ３９人（①２２人＋②１７人）
３２人（①１８人＋②１４人）
※３２人の内訳：高校生２１人、大学生９人、

社会人２人

２．開催日程及びワークショップのテーマ

一般部門

回 開催期日 テーマ（予定） 会場

① 令和４年７月１３日（水）
花巻市の現状の確認及び課題の抽出 なはんプラザＣＯＭＺホール

② 令和４年８月１０日（水）

③ 令和４年９月２１日（水）
まちの将来像の検討 まなび学園第２・第３中ホール

④ 令和４年１０月１９日（水）

⑤ 令和４年１１月９日（水）
まちの将来像の具体化

なはんプラザＣＯＭＺホール⑥ 令和４年１２月１４日（水）

⑦ 令和５年１月１１日（水） とりまとめ

※開催時刻は、いずれの回も午後６時～７時３０分（９０分程度）を予定しています。
※①と②、③と④、⑤と⑥はテーマは同じですが、深く掘り下げたり、視点を変えたりなど異なる内容とする予定
です
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４．活動報告と意見の取扱い等

▶ワークショップは全ての回において公開といたします。

▶開催状況については、毎回ニュースレターを作成し、ワークショップ参加者へ配布するとともに市ホームページ

に掲載します。

▶最終的には部門ごとに活動報告書にとりまとめ、第２次花巻市まちづくり総合計画への反映について検討を行っ

てまいります。

【メインファシリテーター】

ＮＰＯ法人 花巻市民活動支援センター 葛巻徹氏、太田陽之氏

【ワークショップ運営補助・テーブルファシリテーター】

コンサルタントに委託

【ワークショップ事務局】

花巻市総合政策部秘書政策課総合計画策定室

３．ワークショップの運営体制

若者部門

回 開催期日 テーマ（予定） 会場

① 令和４年７月７日（木） 花巻市の現状の確認及び課題の抽出

なはんプラザＣＯＭＺホール② 令和４年１０月１１日（火） まちの将来像の検討

③ 令和４年１月１２日（木） とりまとめ

※開催時刻は、いずれの回も午後６時～７時３０分（９０分程度）を予定しています。

《参考》「市民意識アンケート調査」を実施しています

第２次花巻市まちづくり総合計画の策定に当たり、ワークショップのほか、市民参画の一つの手法として、現在
「市民意識アンケート調査」を実施しています。
市民意識アンケート調査では、１８歳以上の市民を対象とし、市の住みやすさや現在の市の政策への満足度など

についてご意見を伺い、計画策定の参考としてまいります。

調査対象
令和４年５月２６日現在で満１８歳以上の市民２，５００人
（住民基本台帳から、４月に実施した花巻市まちづくり市民アンケート及び前述のまち
づくり市民ワークショップの対象者を除いて無作為に抽出）

調査方法
・郵送による調査票の配布（令和４年６月２０日に発送）
・回答は郵送又は市ホームページの専用回答フォームへの入力

調査期間 令和４年６月２０日（月）～令和４年７月２０日（水）

設問の概要

・花巻市に対する考えについて（住みやすさ、自然・歴史・産業など花巻の魅力）
・現花巻市まちづくり総合計画について（総合計画の認知度、花巻市の政策の満足度
及び重要度）

・花巻市の新型コロナウイルス感染症対策について（有効と考える対策）
・花巻市の人口減少対策について（子育て世代・若い世代にとっての望ましいまち）
・数年後のまちのあるべき姿について（高齢者・障がい者・多様な考えのある方が住み
やすく活躍できるまち）

・将来のまちのあるべき姿（自由記載）

※アンケートの集計については、コンサルタント（ワークショップ運営補助と同事業者）に委託し、
令和４年９月にとりまとめ予定
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